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1．はじめに 

KK フォーム壁高欄工法は，従来の木製型枠を使用せ

ず真空押出し成形板の KK フォーム（以下 KKF）を埋設

型枠として加工・組立て，その中にコンクリートを打設

して一体化させることにより壁高欄を構築する工法です

（図 1）。 

KKF は主原料がセメントと珪石粉末のポリプロピレ

ン繊維補強セメント板（厚さ 25mm）であり，現場打設

コンクリートとの一体性（付着性能）を高めるため付着

面が逆台形の突起を有する断面となっています。 

過去に KKF とコンクリートを一体化させた合成部材

の性能試験を実施しています。KKF 合成梁の静的載荷試

験では，同一断面のコンクリート梁と同等の耐荷力性能

を有することが立証できたため，本工法では KKF を有

効断面とみなして設計しています。また，KKF を底版型

枠に用いた合成床版の疲労試験でも，十分な疲労耐久性

を有することが確認されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．本工法の特長 

KK フォーム壁高欄工法の特長を以下に列挙します。 

① 脱型作業や仕上げ作業の減少により，木製型枠に比

べて工程を最大 30%程度短縮することができます。 

② 埋設型枠（KKF）の組立て作業が簡略化されている

ので，型枠大工の工数を 75%程度削減できます。 

③ 真空押出し成形された緻密な KKF を使うことで，

耐塩害，耐中性化性能が大幅に向上します。 

④ 逆台形の突起を有する KKF は，コンクリートとの

付着強度が 3.3N/mm2 と高い。 

（NEXCO 等基準は 1.5N/mm2） 

⑤ KKF にはポリプロピレン繊維が混入されており，は

く落防止対策が不要です。 

⑥ 木製型枠及び産業廃棄物の減少により，CO2 排出量

を木製型枠工に比べ約 36％低減できます。 

3．充填性確認実験 

 本工法では脱型しないことから，現場打設コンクリー

トの充填性を確認できないことが懸念されました。そこ

で，実物大充填確認実験をフロリダ型と直壁型（中央分

離帯）について行い，確実な充填方法を案出して現場施

工に反映させました。 

(1) フロリダ型充填実験 
実物大壁高欄のコンク

リート打設実験を行い，確

認孔・充填センサー・CCD

カメラ等により充填状況を

確認する簡便で最適な方法

について検討しました。 

 実験より直径 7～10mm

の確認孔を 45cm ピッチで

地覆斜部に設け，孔からの

モルタル流出を確認すれば

確実に充填されることが判

明しました（写真 1）。 

(2) 直壁型の実大実験 
従来の直壁型壁高欄の施工は，地覆部と直壁部を分割

してコンクリート打設するのが一般的でした。 

本工法では一括打設による工期短縮を目指し，確実な

充填を行うために，最適なバイブレータ挿入孔と充填確

写真 1 フロリダ型充填実験 

【KK フォーム断面】

【充填確認】

【試験体全景】

図 1 KK フォーム壁高欄工法断面図 
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図 2 施工手順フロー 

認孔の径や配置について

検討しました。 

実験より，地覆平坦部

（押え型枠）のエアの溜

まりやすい位置を特定し，

そこに直径 10mm のエ

ア抜き兼充填確認孔を設 

ける事により対応しました（写真 2）。 

4．現場への適用事例 

本工法は，コンクリー

ト製壁高欄のフロリダ型，

直壁型，及び中央分離帯

（直壁型）の各種形状に

適用実績があります。  

また，橋梁床版形式と

しては，PC･RC 床版， 

鋼床版，合成床板等に実績があり様々な床版形式に対応

可能です。 

(1) 工場製作 
工場では，真空押出し

成形法による KKF（平板）

の製造を行います。 

また，KKF を各種壁高

欄形状に合わせて切断・

加工し，現場で組立てる

だけの状態にして出 

荷しています（写真 4）。  

(2) 施工手順 
本工法の施工手順を右フ

ロー図に示します。 

KKF を間配りし，外型枠先

行で Vカットや伸縮目地位置

を決めながら設置します。内

型枠はこれを基準にし，セパ

レータで仮固定しながら後追

いで施工していきます。 

頂部木製枠を取付け、天端

高さの決め，通りを調整後，

コンクリート打設という流れ

になります。 

(3) 現場施工 
壁高欄の形状に加工された KKF の標準幅は，橋軸方

向に 45cm であり，これらのオス－メス嵌合部をシリコ

ン系シーリング材で接着しながら組立てていきます。 

KKF 部材 1 枚当たりの重量は，内型枠が約 18kg，外

型枠で 18～26kg 程度ですので，揚重機器を必要とせず

人力で組立てることができます（写真 5）。 

KKF 部材の幅調整・ハンド

ホール部の切断や孔開け等の

加工は，現場でも丸鋸・ドリ

ル・ホールソーを使うことで

できます（写真 6）。 

現場打設コンクリートのス

ランプは，充填を確実にする

ため 12cm 程度とし，高周波

棒状バイブレータと必要

に応じて箱型バイブで締

め固めます（写真 7）。 

打設時には充填確認孔

からのモルタル流出を確

認し，固まる前に確認孔

周りを仕上げていきます。 

1 日当りの壁高欄打設長

は，実績で 250m 程度で

あり，木製型枠と変わり

ません。 

セパレータ孔の仕上げ

（孔埋め）では，同材質

の専用スティックに接着

剤を付けて打ち込む方法 

を採っています。 

 

5．おわりに 

KK フォーム壁高欄工法は，近年の熟練技能者不足，

工期短縮という建設業界のニーズに応える工法であり，

NETIS 登録もされたことから近年採用が増加しており，

2016 年 3 月現在，施工実績が 26 橋となっています。関

係各位の御理解・御協力に心より感謝致します。 

また本工法を継続的に発展させていくために，施工経

験から得られた教訓を基に更なる改良を重ねながら，よ

り一層の品質向上，施工簡略化，環境負荷の低減等を目

指していく所存であります。 

写真 2 直壁型実大実験 

写真 3 鋼床版への適用 

写真 4 KKF の工場加工 

（直壁型中央分離帯） 

写真 5 外型枠の組立て 

写真 6 ハンドホール部加工 

写真 7 コンクリート打設 

写真 8 完成写真 
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